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この条約の締約国は、  

平和的目的のために宇宙空間を探査し及びその利用を推進することが全人類

の共同の利益であることを認識し、  

千九百六十七年一月二十七日の月その他の天体を含む宇宙空間の探査及び利

用における国家活動を律する原則に関する条約が、宇宙空間における活動につい

ての国の国際的責任を確認していること及び宇宙空間に打ち上げられた物体が

登録されている国に言及していることを想起し、  

また、千九百六十八年四月二十二日の宇宙飛行士の救助及び送還並びに宇宙空

間に打ち上げられた物体の返還に関する協定が、宇宙空間に打ち上げられた物体

であつて打上げ機関の領域外で発見されたものの返還に先立ち、要請に応じ、打

上げ機関が当該物体の識別のための資料を提供することを定めていることを想

起し、  

更に、千九百七十二年三月二十九日の宇宙物体により引き起こされる損害につ

いての国際的責任に関する条約が宇宙物体により引き起こされる損害について

の打上げ国の責任に関する国際的な規則及び手続を定めていることを想起し、  

月その他の天体を含む宇宙空間の探査及び利用における国家活動を律する原

則に関する条約に照らして、宇宙空間に打ち上げられた宇宙物体の打上げ国によ

る国内登録に関する規定を定めることを希望し、  

更に、宇宙空間に打ち上げられた物体を義務として登録するための中央登録簿

が、国際連合事務総長により設置され及び保管されることを希望し、  

また、宇宙物体の識別に資する追加の手段及び手続を締約国に提供することを

希望し、  

宇宙空間に打ち上げられた物体の義務的な登録の制度が、特にそれらの物体の

識別に資すること並びに宇宙空間の探査及び利用を律する国際法の適用を容易

にし及びその発展に寄与することを確信して、  

次のとおり協定した。  

 



第一条  

この条約の適用上、  

(ａ)「打上げ国」とは、次の国をいう。  

(ⅰ) 宇宙物体の打上げを行い、又は行わせる国  

(ⅱ)宇宙物体が、その領域又は施設から打ち上げられる国  

(ｂ)「宇宙物体」には、宇宙物体の構成部分並びに宇宙物体の打上げ機及

びその部品を含む。  

(ｃ)「登録国」とは、次条の規定により宇宙物体が登録されている打上げ

国をいう。 

第二条  

１ 宇宙物体が地球を回る軌道に又は地球を回る軌道の外に打ち上げられた

ときは、打上げ国は、その保管する適当な登録簿に記入することにより当該宇宙

物体を登録する。打上げ国は、国際連合事務総長に登録簿の設置を通報する。  

２ 地球を回る軌道に又は地球を回る軌道の外に打ち上げられた宇宙物体に

ついて打上げ国が二以上ある場合には、これらの打上げ国は、月その他の天体を

含む宇宙空間の探査及び利用における国家活動を律する原則に関する条約第八

条の規定に留意し、宇宙物体及びその乗員に対する管轄権及び管理の権限に関し

て当該打上げ国の間で既に締結された又は将来締結される適当な取極の適用を

妨げることなく、１の規定により当該宇宙物体を登録するいずれか一の国を共同

して決定する。  

３ 登録簿の内容及び保管の条件は、登録国が決定する。  

第三条  

１ 国際連合事務総長は、次条の規定により提供される情報を記録する登録簿

を保管する。  

２ １の登録簿に記載されているすべての情報は、公開される。  

第四条  

１ 登録国は、登録したそれぞれの宇宙物体に関し、できる限り速やかに国際

連合事務総長に次の情報を提供する。  

(ａ) 打上げ国の国名  

(ｂ) 宇宙物体の適当な標識又は登録番号  

(ｃ) 打上げの行われた日及び領域又は場所  

(ｄ) 次の事項を含む基本的な軌道要素  

(ⅰ) 周期 (ⅱ) 傾斜角 (ⅲ) 遠地点 (ⅳ) 近地点 

(ｅ) 宇宙物体の一般的機能  

 

２ 登録国は、登録した宇宙物体に関する追加の情報を随時国際連合事務総長に

提供することができる。 

 

 

 

 

 

 



３ 登録国は、従前に情報を提供した宇宙物体であつて地球を回る軌道に存在し

なくなつたものについて、実行可能な最大限度においてかつできる限り速やかに、

国際連合事務総長に通報する。  

第五条  

地球を回る軌道に又は地球を回る軌道の外に打ち上げられた宇宙物体に前条

１(ｂ)の標識若しくは登録番号又はその双方が表示されている場合には、登録国

は、同条の規定により宇宙物体に関する情報を提供する際に、国際連合事務総長

にその旨を通知する。通知を受けた場合には、同事務総長は、登録簿に当該通知

につき記録する。  

第六条  

いずれかの締約国が、自国又は自国の自然人若しくは法人に対して損害を与え

た宇宙物体又は危険若しくは害をもたらすおそれのある宇宙物体を、この条約の

規定を適用した場合においても識別することができないときは、他の締約国（特

に、宇宙物体の監視及び追跡のための施設を有する国を含む。）は、公平かつ合

理的な条件で、当該締約国により又は当該締約国のために国際連合事務総長を通

じて行われる当該宇宙物体の識別についての援助の要請に実行可能な最大限度

において応ずる。その要請を行う締約国は、要請を行う契機となつた事件につい

て、時刻、性質及び状況に関する情報を実行可能な最大限度において提供する。

援助の態様は、関係当事国間の合意により定める。  

第七条  

１ この条約において国に言及している規定は、次条から第十二条までの規定

を除くほか、宇宙活動を行ういずれの国際的な政府間機関にも適用があるものと

する。ただし、当該政府間機関がこの条約の定める権利及び義務の受諾を宣言し、

かつ、当該政府間機関の加盟国の過半数がこの条約及び月その他の天体を含む宇

宙空間の探査及び利用における国家活動を律する原則に関する条約の締約国で

ある場合に限る。  

２ この条約の締約国であつて１の政府間機関の加盟国であるものは、当該政

府間機関が１の規定による宣言を行うことを確保するため、すべての適当な措置

をとる。  

第八条  

１ この条約は、ニュー・ヨークにある国際連合本部においてすべての国によ

る署名のために開放しておく。３の規定に基づくこの条約の効力発生前にこの条

約に署名しなかつた国は、いつでもこの条約に加入することができる。  

２ この条約は、署名国によつて批准されなければならない。批准書及び加入

書は、国際連合事務総長に寄託する。  

３ この条約は、五番目の批准書が国際連合事務総長に寄託された時に、批准

書を寄託した国の間で効力を生ずる。  

 

 

 

 

 

 

 



４ この条約は、その効力発生の後に批准書又は加入書を寄託する国について

は、その批准書又は加入書の寄託の日に効力を生ずる。  

５ 国際連合事務総長は、すベての署名国及び加入国に対し、署名の日、この

条約の批准書及び加入書の寄託の日、この条約の効力発生の日並びに他の事項を

速やかに通報する。  

第九条  

いずれの締約国も、この条約の改正を提案することができる。改正は、締約国

の過半数が改正を受諾した時に、受諾した締約国について効力を生ずるものとし、

その後に改正を受諾する他の締約国については、その受諾の日に効力を生ずる。  

第十条  

この条約の効力発生の十年後に、この条約の過去における適用状況に照らして

この条約の改正が必要であるかないかを審議するため、この条約の検討の問題を、

国際連合総会の仮議事日程に含める。ただし、この条約の効力発生の後五年を経

過した後はいつでも、締約国の三分の一以上の要請により、締約国の過半数の同

意を得て、この条約を検討するための締約国の会議が招集される。検討に当たつ

ては、宇宙物体の識別に関する技術その他の関連技術の進歩を特に考慮する。  

第十一条  

いずれの締約国も、この条約の効力発生の後一年を経過した後は、国際連合事

務総長にあてた文書により、この条約からの脱退を通告することができる。脱退

は、脱退を通告する文書の受領の日から一年で効力を生ずる。  

第十二条  

アラビア語、中国語、英語、フランス語、ロシア語及びスペイン語をひとしく

正文とするこの条約の原本は、国際連合事務総長に寄託する。同事務総長は、そ

の認証謄本をすべての署名国及び加入国に送付する。  

 

以上の証拠として、下名は、各自の政府から正当に委任を受けて、千九百七十

五年一月十四日にニュー・ヨークで署名のために開放されたこの条約に署名した。  
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     Convention on Registration of Objects Launched into Outer 
Space 

 

 

 

 

 

 
 

The States Parties to this Convention,  
Recognizing the common interest of all mankind in furthering the exploration and 

use of outer space for peaceful purposes,  
Recalling that the Treaty on Principles Governing the Activities of States in the 

Exploration and Use of Outer Space, including the Moon and Other Celestial Bodies, of 
27 January 1967 affirms that States shall bear international responsibility for their 
national activities in outer space and refers to the State on whose registry an object 
launched into outer space is carried,  

Recalling also that the Agreement on the Rescue of Astronauts, the Return of 
Astronauts and the Return of Objects Launched into Outer Space of 22 April 1968 
provides that a launching authority shall, upon request, furnish identifying data prior to 
the return of an object it has launched into outer space found beyond the territorial limits 
of the launching authority,  

Recalling further that the Convention on International Liability for Damage Caused 
by Space Objects of 29 March 1972 establishes international rules and procedures 
concerning the liability of launching States for damage caused by their space objects,  

Desiring, in the light of the Treaty on Principles Governing the Activities of States 
in the Exploration and Use of Outer Space, including the Moon and Other Celestial 
Bodies, to make provision for the national registration by launching States of space 
objects launched into outer space,  

Desiring further that a central register of objects launched into outer space be 
established and maintained, on a mandatory basis, by the Secretary-General of the 
United Nations,  

Desiring also to provide for States Parties additional means and procedures to assist 
in the identification of space objects,  

Believing that a mandatory system of registering objects launched into outer space 
would, in particular, assist in their identification and would contribute to the application 
and development of international law governing the exploration and use of outer space,  

Have agreed on the following:  



Article I  
For the purposes of this Convention:  

(a) The term “launching State” means:  
(i) A State which launches or procures the launching of a space object;  
(ii) A State from whose territory or facility a space object is launched;  

(b) The term “space object” includes component parts of a space object as well 
as its launch vehicle and parts thereof;  
(c) The term “State of registry” means a launching State on whose registry a 
space object is carried in accordance with article II.  
 

Article II  
1 When a space object is launched into Earth orbit or beyond, the launching State 
shall register the space object by means of an entry in an appropriate registry which it 
shall maintain. Each launching State shall inform the Secretary-General of the United 
Nations of the establishment of such a registry.  

2 Where there are two or more launching States in respect of any such space 
object, they shall jointly determine which one of them shall register the object in 
accordance with paragraph 1 of this article, bearing in mind the provisions of article VIII 
of the Treaty on Principles Governing the Activities of States in the Exploration and Use 
of Outer Space, including the Moon and Other Celestial Bodies, and without prejudice to 
appropriate agreements concluded or to be concluded among the launching States on 
jurisdiction and control over the space object and over any personnel thereof.  

3 The contents of each registry and the conditions under which it is maintained 
shall be determined by the State of registry concerned.  
 

Article III  
1 The Secretary-General of the United Nations shall maintain a Register in which 
the information furnished in accordance with article IV shall be recorded.  
2 There shall be full and open access to the information in this Register.  
 

Article IV  
1 Each State of registry shall furnish to the Secretary-General of the United 
Nations, as soon as practicable, the following information concerning each space object 
carried on its registry:  

(a) Name of launching State or States;  
(b) An appropriate designator of the space object or its registration number;  
(c) Date and territory or location of launch;  
(d) Basic orbital parameters, including:  

(i) Nodal period;  
(ii) Inclination;  
(iii) Apogee;  
(iv) Perigee;  

(e) General function of the space object.  
2 Each State of registry may, from time to time, provide the Secretary-General of 
the United Nations with additional information concerning a space object carried on its 
registry.  

 

 



 
3 Each State of registry shall notify the Secretary-General of the United Nations, 
to the greatest extent feasible and as soon as practicable, of space objects concerning 
which it has previously transmitted information, and which have been but no longer are 
in Earth orbit.  

Article V  
Whenever a space object launched into Earth orbit or beyond is marked with the 

designator or registration number referred to in article IV, paragraph 1 (b), or both, the 
State of registry shall notify the Secretary-General of this fact when submitting the 
information regarding the space object in accordance with article IV. In such case, the 
Secretary-General of the United Nations shall record this notification in the Register.  

Article VI  
Where the application of the provisions of this Convention has not enabled a State 

Party to identify a space object which has caused damage to it or to any of its natural or 
juridical persons, or which may be of a hazardous or deleterious nature, other States 
Parties, including in particular States possessing space monitoring and tracking facilities, 
shall respond to the greatest extent feasible to a request by that State Party, or 
transmitted through the Secretary-General on its behalf, for assistance under equitable 
and reasonable conditions in the identification of the object. A State Party making such a 
request shall, to the greatest extent feasible, submit information as to the time, nature and 
circumstances of the events giving rise to the request. Arrangements under which such 
assistance shall be rendered shall be the subject of agreement between the parties 
concerned.  

Article VII  
1.  In this Convention, with the exception of articles VIII to XII inclusive, 
references to States shall be deemed to apply to any international inter governmental 
organization which conducts space activities if the organization declares its acceptance 
of the rights and obligations provided for in this Convention and if a majority of the 
States members of the organization are States Parties to this Convention and to the 
Treaty on Principles Governing the Activities of States in the Exploration and Use of 
Outer Space, including the Moon and Other Celestial Bodies.  
2.  States members of any such organization which are States Parties to this 
Convention shall take all appropriate steps to ensure that the organization makes a 
declaration in accordance with paragraph 1 of this article.  

 

Article VIII  
1 This Convention shall be open for signature by all States at United Nations 
Headquarters in New York. Any State which does not sign this Convention before its 
entry into force in accordance with paragraph 3 of this article may accede to it at any 
time.  
2 This Convention shall be subject to ratification by signatory States. Instruments 
of ratification and instruments of accession shall be deposited with the Secretary-General 
of the United Nations.  
3 This Convention shall enter into force among the States which have deposited 
instruments of ratification on the deposit of the fifth such instrument with the 
Secretary-General of the United Nations.  

 

  



4 For States whose instruments of ratification or accession are deposited 
subsequent to the entry into force of this Convention, it shall enter into force on the date 
of the deposit of their instruments of ratification or accession.  
5 The Secretary-General shall promptly inform all signatory and acceding States 
of the date of each signature, the date of deposit of each instrument of ratification of and 
accession to this Convention, the date of its entry into force and other notices. 

Article IX  
Any State Party to this Convention may propose amendments to the Convention. 

Amendments shall enter into force for each State Party to the Convention accepting the 
amendments upon their acceptance by a majority of the States Parties to the Convention 
and therefore for each remaining State Party to the Convention on the date of acceptance 
by it. 

Article X  
Ten years after the entry into force of this Convention, the question of the review of 

the Convention shall be included in the provisional agenda of the United Nations 
General Assembly in order to consider, in the light of past application of the Convention, 
whether it requires revision. However, at any time after the Convention has been in force 
for five years, at the request of one third of the States Parties to the Convention and with 
the concurrence of the majority of the States Parties, a conference of the States Parties 
shall be convened to review this Convention. Such review shall take into account in 
particular any relevant technological developments, including those relating to the 
identification of space objects.  

Article XI  
Any State Party to this Convention may give notice of its withdrawal from the 

Convention one year after its entry into force by written notification to the 
Secretary-General of the United Nations. Such withdrawal shall take effect one year 
from the date of receipt of this notification.  

Article XII  
The original of this Convention, of which the Arabic, Chinese, English, French, 

Russian and Spanish texts are equally authentic, shall be deposited with the 
Secretary-General of the United Nations, who shall send certified copies thereof to all 
signatory and acceding States.  

IN WITNESS WHEREOF the undersigned, being duly authorized thereto by their 
respective Governments, have signed this Convention, opened for signature at New York 
on the fourteenth day of January, one thousand nine hundred and seventy-five.  




